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気仙沼市内湾地区の防潮堤建設の経緯

気仙沼湾の滴奥に位懺する内湾地区（図 l)は、防潮堤建設について多

くの住民が反対した地区の 1つであり、被災地の中で量的にも質的にも

高い議論が行われた地区である [5]。市街地と海が隣接した古くからの中

心市街地であり、水産都市気仙沼の顔として、また気仙沼観光上の起点と

して賑わってきた。しかし、東日本大震災の津波により内湾地区のうち、

市内各方面からの交通結節点であるとともに、古くから商業集梢地として

栄えてきた魚町・南町が壊滅的な被害を受けた。そのため、雲災前には防

潮堤が一切無かった内湾地区に新たに防潮堤が作られる計画が示された。

政府は 2011年 7月に策定した「東日本大震災からの復興の基本方針」 [6]

において、 2021年（平成 32年度）までの 10年間を復興期間、その中

でも復興需要が高まる 2015年（平成 27年度）までの 5年間を「集中復

興期闇」と定めており、復旧・復興事業のために各自治体に配分された予

算もこの期閻内に執行する必要があった。

図1 気仙沼市内湾地区の位置
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最終的に内湾地区の防潮堤は、①非居住エリアの無堤化、②魚町側のフ

ラップゲート式の防潮堤、③南町側の緑地や公共施設等と組み合わせた防

潮堤の 3種類が建設されることになった（図 2)。これらの防潮堤建設に

至った経緯を以下に記す（表 1)。

表1 気仙沼市内湾地区の防潮堤計画の変更プロセス

防潮堤の計画高 行政や市民の動向

T.P.（東京湾平均海面
・ 防潮堤の計画高が宮城県から提案された。

2011年 9月 底） 62m
・ 多くの住民が計画に反対した。

（地盤高から 44m)

・気仙沼市が「内湾地区復興まちづくりコンペ」を開催し

2012年 1月～ た。浮上式防波堤を湾口部に設骰する案が最優秀作品に

2012年 4月 選ばれたが、宮城県知事の猛反対により断念せざるを得

なくなった。

2012年 6月 ・ 「内湾地区復興まちづくり協議会」が設立された。

・ 「防潮堤を勉強する会」が結成された。
2012年 8月

・ 2012年 10月までに合計 13回の勉強会が開催された。

T.P. 5 2 m • 宮城県により防潮堤の高さが見直された。
2012年 12月

（地盤高から 34m) ・住民は合意しなかった。

・ 防潮堤を勉強する会の主催で、宮城県知事との公開意見

2013年 9月 交換会が開催された。

・一部無堤化や湾口防波堤設個の可能性が示された。

T.P.5lm ・非居住エリアの一部無堤化を採用することで裔さを引き
2013年 10月

（地盤高から 33 m) 下げることができた。

． 湾口防波堤の導入により高さを引き下げることが検討さ

れたが、計画の見直しを気仙沼市長が提案した。協議会

T.P. 4 Im は湾口防波堤導入の案を取り消さなかった。
2013年 12月

（地盤高から 23m) • 宮城県は湾口防波堤を設泄しない場合の計画高のうち、

余裕高 Im分のフラップゲートの採用を魚町側のみ特別

に認めた。

魚町側． T.P.41m ・ 協議会は防潮堤の背後の地盤瓦を計画より lmilli＜嵩上
2014年 3月

（地盤面から 13m) げすることを提案し、宮城県が受け入れた。

南町側 • T.P. 5 1 m 
• 南町側は、呆観にも配礁した防潮堤とまちの連続性のあ

（地盤高33 mだが、
2015年 3月 る一体的なウォーターフロント空間として設計すること

コンクリート部分が
を協躇会が提案し、宮城県が受け入れた。

ほとんど見えない）
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2011年9月、内湾地区では T.P.（東京湾平均海面高） 6.2m （地盤高

から 4.4m)の防潮堤の案が宮城県から示された。しかし、多くの住民は「海

が見えなくなる」、「コンクリートの壁で覆われるのは嫌だ」と気仙沼の顔

となる景観が損なわれること、また生活の一部としてきた海から遮断され

ることを恐れて、防潮堤の計画に反対した [4]。

図2 内湾地区の最終的な防潮堤計画の概要
出典：宮城県気仙沼地方振興事務所水産漁港部 (2015[1]、2017[2]）を参照して作成
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図3 魚町側のフラップゲート式防潮堤の概要
出典：宮城県気仙沼地方振興事務所水産漁港部 (2015)[1] 
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図4 南町側の緑地や公共施設等と組み合わせた防潮堤の概要
出典：宮城県気仙沼地方振興事務所水産漁港部 (2015)[1] 

デッキと組み合わせた T.P.5.1 mの防潮堤（地盤高 3.3mだが、防潮堤の

コンクリート部分がほとんど見えない）、以上の 3種類が建設されること

になった。
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図5 公共施設と組み合わせた防潮堤 (2019年10月9日撮影）
撮影者：高田亜沙里

「市民参加のはしこ」からみる内湾地区防潮堤の合意形成

以上のように、気仙沼市内湾地区の防潮堤建設は、当初の計画が提案さ

れた 2011年9月から 3年半もの期間を経て合意形成がなされた。防潮

堤に関する議論が行われた他の自治体と比べても時間は掛かったものの、

住民と行政が着実に話し合いを進めることで、最終的には多くの住民が納

得する結果が得られた [13]。

Arnstein (1969) [14]、豊田 (2017)[15]は、公共事業の意思決定に

おける市民の関わり方を 8つの段階に分け、参加の深さの違いを「市民

参加のはしご」として示した（図 6)。はしごの最下段は①Manipulation
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Tokenism 

（形だけの平和主義、

意思決定の主体は行政
機関である状態）

｝ （市民力§;n『□a[＂貫霊 、状態）

固6 市民参加のはしこ
出典： Arnstein(1969) [3]を参照して作成

（世論操作）であり、一部の人の利害や考えに基づいで情報が操作され、

形式的な参加の場が作られているだけの状態である。つまり、人々は話し

合いに参加しているつもりでも、あらかじめ用意された結論に導かれてい

くだけであり、実質的に参加しているとは言えない。はしごは最下段の①

Manipulation（世論操作）から、② Therapy（緊張の緩和）、③ Inform-

ing（情報提供）、④ Consultation（意見聴取）、⑤ Placation（懐柔）、⑥

Partnership（パートナーシップ）、⑦ Delegatedpower（権限委譲）、最

上階の⑧ Citizencontrol（市民によるコントロール）へと続いていく。ま

た、 Arnstein(1969) [14]は①と②の段階は Nonparticipation（市民が
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